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( a ) 前庭府
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いた ω 。すなわち則天武后の垂挟中 (685-688年)以降は上府が 1200人・中


















と泣いうものの、この西州の折衝府、すなわち「前庭j • r岸頭 (f捌j) j • r蒲昌」

























にみえる「臨時軍偶蹄閥幹会J (O~都それで、これによってßg~!韓〈産自品下〉より官御船1間留まfJí~ ，t:ごとが示されの があるごとによ
って推察可能である。つまり、折簡府の長官の官品が一体でなく「最高の官品の者が正問
品下Jであったと理解すればよいからである。したがって折衝府に、 「垂挟以前から上中














折衝都尉 上府正四品上 中府従四品下 下府正五品下








員令 (79 .軍閏条)集吉記の引く 8世紀前半編集の誌令集. r入十一例j (T令集解J
職員令・軍国の条)によってそれは推定される。松本氏はこの等織を大臣 (1000人)
中間 (900、 800、 700、 600人) .小田 (500、400、 300、 200人)
の三等殺であったと考定する。ただしそれは当初からそうであったのではなく、虎尾俊哉
氏の考察を支持して養老三 (71 9)年以降とし川、大宝令では「軍団』は 1000人





上府 (1200人)中府 (1000人)下府 (800人)となり、さらに開元二五 (73 
今
d






















g 白知(詩集成町弘Jt件る)達 焦隆貞 陰謀貞 康父子 董知口(詩集成はほ躍JK作る)じ
10 四人填右果毅九月十六日 伎亡
11 霊登隼重宝生塵三三重重量








































































































さてこの事館誌、 rl書永鍛令には折欝府も等鰻がなく、 1000人的一韓のみであり J
Fのち麿では重撰令においてはじめて等隷昔話が導入され、上席 (1200人〕、中府(1 

























日文部分 (1)専著 (2)申訳輔 (3)原文編








1た な工具書問こもう一冊餅…を歓迎したい一部分 (2)r;.{ i 
lグル議資料が、ウイグルハン菌 e カラハン朝。西州ウイグJレe 甘州ウイグル等、宗 1
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